トリインフルエンザH5N1を高病原性化するNon-structural protein 1 における変異のタンパク質分子機構 (特集「感染症を見る」) by Kato, Yusuke et al.
Vol.25 No.1 (2016) バイオイメージング
－30－ 
トリインフルエンザ H5N1 を高病原性化する Non-structural protein 1 における
変異のタンパク質分子機構




に対し高い致死率を示す。Non-structural protein 1 (NS1)は、




ところ、この残基が Ser の場合には RBD は二本鎖 RNA に
結合し、Pro の場合にはそうではないことを見出した。








結果と議論：大腸菌による発現系を用い、Pro42 型の RBD 
(RBD(P))と Ser42 型の RBD (RBD(S))を発現、調製した。
分析用のゲル濾過クロマトグラフィー  (Superdex 75 
10/300 column (GE Healthcare))により、これらのサンプル
の溶液内での分子量を測定したところ、それぞれ 19.4 ± 0.2 
および 19.4 ± 0.1 kDa という値が計測された。アミノ酸配









に、Electrophoresis Mobility Shift Assay (EMSA)を行った。









これまで、RBD の RNA 結合に重要な役割を果たす残基
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